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同樹磁の永久控除は水銀圧入曲線 (Figs.3， 4) からミクロ，ザブマクロおよひーマクロ ~I訟に
区分できる。半径 0.05均0.0旬以以下のミクロ ~I陳の容積が全窓際の 14， 299百にも述ずる ζ とか
ら， ζ の~隙に純子Lの控孔j挺 i'é巡って庇入される放射組織潟Dßi!! 1勾 ζ うと細胞段の微小型j誌が帰路
するとおもわれる。 2存在語 8μm 以下のサブマクロな~I~jtは，それに対応する庄入曲線部分が木口
説験jヤの障さで鶏なる ζ とから，控孔対を逝って圧入される木部繊維などの内 ζ うに相当すると
おもわれる。
半後 5μm以上のマクロ控除は全~I隙容積の20向25%を占める選管のほかに，組験jヤ木仁!で関口

















散孔材で， 滋・1~tζ~，せん子しをもっヤマザクラ PT'U犯11， 8 jamasahra OHWIの心材(平均年輪
悩4.0四民会乾比五tO.644)，r狩段せん孔のマカンパ Betularnaximowiczi品11αREGELの心材 (3.2
mfi， 0.584)および辺材 (2.7fim， O. 668)ぞ供賦した。








ment Corpor叫 iOl製水銀ポロシメータ Model905-1であり，ぽ力O.035"-'2800ほ/cm2(3副総半経
約200μm-2.6nm)の庇入測定 (A測定)に用いた。他は抵庄域用に試作したもの(Fig.1)で次の













G: Meosuring copilory 
H : Sompte cetl 
1 : Mercury ton討
J : Needle volve 
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状lζ連続して 1mm2の視野をヤマザクラ 6似，マカンパ辺心材各8側あて設定し， 令指野l乙合ま







a )主締材商での水線の接触究i 水娘EE入法では|司際空i政~{反定して次の関係から庄入庄力 P
kg/em2 1ζ対応する空間:半襟rμmti;>求めることができる。すなわち
r口 -20'cos O/P -・・(1)
ζζに 0' 水銀の表面張力，0 : g;r政控商での水娘の接触YEJ。
脱税の研究2)-10)では，。をほぼ共通して 480dynel仰としているのに対してOには130"-'1420 ~ 
採用している。(1)式による 1・はOが1420のときに詑べて1300ではほぼ18%小さく， ζの主主は無視
'l'uble 1. Contuct ungle (cos 0) of mel'cury on wood surfuce press邑d
Hinoki Pressure intensity of I 
p叩 :eω附附s総凶s“i時 (何同kg/州 | お蜘恥蜘刷a以ぽ凶r:lywo∞od I Lμ山t母側w∞ 
o 一O.沿訓8別1公剖0.0似叩1げ7I 一0.808 土0.02ω23 





















。COl1tactal1g1e 01' mer・curyOl wood surface 




できない。そこで，あらかじめエタノ…ル・ベンゼン (1: 2)混波で混抽出したとノキ Ohamae-
cypal・isobt1tsa BNDL. およびマカンパの心材での01e次の方法で検討した。 すす哨なわち， ~錦1泡:!l l別1問日肝{仕士
上げのブブ、ロツクJ板慌悶i限日叩;にζ毒卸銅1司j板鍛i而百告冶hあでで 1四25印0"-'1叩O∞OO∞01沌t怨g允m2で41段没階の前B庄:締告安?施し， I徐庄ui.
後1 '主材およびi出i))j ~i\の繊維i夜交方向での O をゴニオメータで求めた。木材合水不 1"'-' 3 %， 20"-' 
250Cでの結果を cos0で Tablc1に示す。 cos0は材開の前日締によって明らかに;明大するが，
1250kg/古川以上の前回申請では供試樹穂 I抑制寸および庇力による有設が認められず， 平均
一0.749土O.007 (0 : 137匂1390 ) である。他方，真空またはii~焼空気下での σ は200 および25 0Cでそ




D(l')口 (P/1') d(V t -V) jdP (cnN/lm) 
その相対値は
D (1') rcl = [(P /rV t)d (V t V) /dPJ x 100 (%//lm) 















Pressure (Kg I cm2 ) 
li'ig. 2 Mercul'y pl'essul'il1g eur冒vesfol' blal1k test 01' 
sample el aud sapwood 01' Makanba. 
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入れた突験では，セルに気泡が認められず，圧力の増大で成人容棋はブランクテストの曲総に平
行に増大し， 1主力 Pc (0.095kgjcm2)で平行線から峨れいちぢるしく増大する (Fig.2の自丸)。
しかも P"Iこ対応する r約80μll1はC測定でf守化マカンパ辺材の最大道半径と…致するσQU:





P" mltx口 P1(V，jV.mln-1) … (5) 
ここに， P1:，初期圧力 V"mln 最大開力 (lkg/叩12)下の米日入恕i総務樹(むなれ(1-VH~ 即日)， 
VUg max :水銀問入最大比容fJ!1)。
したカまって(5)まむは
P. maxロ P1VHgmaxj(l-VIlg max) 
?? ??• • • • • ?
マカンパ辺材のB制定では， Pamax=2.44X10-3kgjcm3であり，最大j主均の0.24%にすぎなし、。
c B iWJJ:立での水銀成入の平衡状態 既報12)のよう lζ， ミクロなさE隙を対設とする潟l庄 (2800
kgjcm2) では，水銀法入室誌は加法Il~f 閥 iζ 対して放物線的に増大し平衡状態lζ漉するには・良時間
(60分)令裂する。 B測定({.底庄域)1とついてこの関係後検討するため，マカンパ心材について O.15 














てO.1~2.1 ， 2.8~350および 420~1500kgjcm2のとつの圧方城で水銀庄入哉の轄しい増加がみら
れた。また， Schneidcrら仰は Heizmanが以前に用いた分類にしたがって， 半後1，am以上を
lVIakroporen， 0.1"'-'1 11111 ;)? lVIesoporen， O.1μll1以下をlVIikr・oporenとする永久常隙のほ分を京
しているo
ヤマザクラ，マカンパの心材について， }手さ 1，2.5および 5m聞の木口試験片のAiWJ定による
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Mel'cul'y pl'・cssuringcurves of various thickl1ess specimens 
















B 測定で得たマクロ摂[~誌の累槌比容積{助線は，ヤマザクラ (Fig.5 の市丸)では}主力 0.36kgl
em2 (恕隙半控 20{~m) で急激に:îLI二り， 常庄で約 27%の比容績に迷する。 これに対してマカン
パでは砥匝似IJで緩やかに上野ーしたのち， 心材 (Fig'.6)では 0.29kgjcm2(25{lm)で，辺材では
0.21埼lem2 (35，wn)で立上り?吉町でそれぞれ22，275杉の比容積に主主する。他方，刺手し分ギ!日立ヤマ
ザクラ (Fig.7) では様の狭い箱捌にflI~Fがして 16"-'18μmlζ ピーク宅告示すのに対して，マカンパ






とも容積が惣増するm部員でほぼ平行しておりcPigs.5， 6)， 絢l孔分布曲線のピークは C叡J定lζ








のほほ10%である (Fig'.6)のに対して，試験j令長さ (L)がほぼ9m臨で、道管嬰殺の長ぢがO.6'" 
1.2酬である13)こと， およびせん孔ijl誌が!)"-27/tm，謀議長車Ih'ζ対するせん孔板傾斜角がほぼ40。
でぽ入に有効なスリット1騒が 12"-35ρ111であり，これがBiJ測定で求めた斜l孔分布のピ…クが含ま




Pore Radius (μm) 
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Cumnlativ告 mllCl'o]lorevolume for hcnrtwood 
of i¥1nknnbns 
Symbols !l令官 the same as shown il Fig. 5. 
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Fig. 6 
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Reume 
In ordcr・toobtuill some qual1titutive inIormation 01 the flow path詰ofhardwooc1， thc 
structures of pel'mal1ent pOl'es in wood h乱ve been investigated Ior the species with 
c1ifferent vessel pel'forutions such as Yamazakura (Pr1l1/.川 j側~a8alm1'a OHWI) and Malぬか
ba (B et1ua maximowieziω1ιREGEL) by the mel'cury porosimetr・y al1d the micl'・oscopie
method. 
It is obvious from the prcssuril1g curve (Figs.3 und 4) obtainec1 bJア the mcreury 
porosimctry that thc permanent porcs in both thc wooc1 species cal1 be c1assificd into 
micro・， submacrか andmacropores， depenc1ing upon the pore size. 
Sin.ce the micropo1'es with 1ess than 0.05-0.08μm radius contr噌ibute14 01' 29% to the 
total pOl'e volume， they are assigned to the lumen 01' ray cell p日netrating the pit 
membr・aneas well as the fine pOl'CS in cell wall. '1he submacroporcs having' thc radius 
of 1ess th乱n3 11紅白anbe assigncd to thc 1umctl of wood fiber being connected through 
pit-pairs， because of thc corresponding part自 of]Jl'CSS現ringcurves depend on the thickness 
of wood specimen. 
'1'he macropores having l'adius more than 5/nn inc1ude thc opening' of thc lumcn of 
woocl fibel's at the Cl'OSS section which sharc 2.4-3.4% of the total pore volume in 
adc1ition to thc lumen of vessel sharing 20-宮5.9601' wh01e pores (Figs.5 und 6). 
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'rhe peak position of the pOl'e size distl'ibution eul'VC obtained by the llel'eUl'y porosillle-
try shifts to the sllalel' radius by 5-10/Jll in the case of Yal1azakura， and by 25-30μIII 
in the case of lVIakanba， cOl1pal'ed to that obtained by microscopic method (Fig's.7 and 8). 
'l'his is causec1 frol1 the c1ifferencc in the bottlc-neek effeet on pressuring for simple 
perforation (Yamaz乱kura)and sealarifol'l1 perfora tion (M akanba)， l'CSpωtivcly， 
